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サイエンス・ダイアログ 実施報告書 

 

 

1. 学校名：長野県屋代高等学校 

 

2. 講師氏名：  Dr. Yongwei ZHAO 

 

3. 講義補助者氏名：  後藤 駿季 様 

 

4. 実施日時：  令和 8年 1月 23日（(金)）    13：40  ～  15：40     

 

5. 参加生徒：   1年生 36人、    年生   人、    年生   人 （合計  36 人） 

        備考：（例：理数科の生徒）     理数科の生徒                              

 

6. 講義題目：Fantastic Enzymes and What They Can Do 

 

講義概要：   1．研究者の経歴について 

          2. 酵素の働き 

          3. 研究分野の紹介 

 

7. 講義形式： 

対面 ・ ☐オンライン （どちらか選択ください。） 

1) 講義時間       90分     質疑応答時間       20分 

 

2) 講義方法 （例：プロジェクター使用による講義、実験・実習の有無など） 

プロジェクター使用による講義と対話形式の質疑応答 

 

3) 事前学習 

      有 ・☐ 無 （どちらか選択ください。） 

      使用教材：  

 

8. その他特筆すべき事項： 
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※弊会記入欄 

 

For Web posting 

 

Date （日付） 

  27/01/2026          （Date/Month/Year：日/月/年） 

 

 

Activity Report -Science Dialogue Program-  
（サイエンス・ダイアログ 実施報告書） 

 

- Fellow’s name （講師氏名）:     Zhao Yongwei              （ID No.P 25090） 

 

- Name and title of the lecture assistant （講義補助者の職・氏名） 

Mr. 後藤 駿季                                                 

 

- Participating school （学校名）:     長野県屋代高等学校・附属中学校               

 

- Date （実施日時）:   23/01/2026                     （Date/Month/Year:日/月/年）  

 

- Lecture title （講義題目）: 

 Fatastic enzymes and what they can do                                     

 

 

- Lecture format （講義形式）: 

  ◆☒Onsite ・ ☐Online (Please choose one.)（対面 ・ オンライン）（（どちらか選択ください。）） 

  ◆Lecture time （講義時間）   100   min （分）, Q&A time （質疑応答時間）   20  min （分） 

  ◆Lecture style（ex.: used projector, conducted experiments） 

（講義方法 （例：プロジェクター使用による講義、実験・実習の有無など）） 

     Used Projector                                                          

 

- Lecture summary （講義概要）: Please summarize your lecture within 200-500 words. 

Biochemistry and molecular biology form the foundation of modern medicine. In both fields 

enzymes are used as powerful tools in catalyzing various reactions. In this lecture, three topics 

were covered: classic biochemistry approach to study enzyme activity, crystallography to 

investigate substrate-enzyme interaction, and genome mining-guided natural product discovery 

as wellas their biosynthetic pathway elucidation. All together, this lecture aimed at providing the 

high school students a broad view of currect biochemistry/ molecular biology fields.    

 

  ◆Other noteworthy information （その他特筆すべき事項）:  

For researchers (including me) that have left high school for a long time, it is very easy to forget 

how little we knew when we were high school students. It is very important to keep in mind that 

using plain English is strongly needed when talking to students.  

 

- Impressions and comments from the lecture assistant （講義補助者の方から、本プログラムに対する

意見・感想等がありましたら、お願いいたします。）:

Form B-2 
(FY2025) 
Must be typed 

 

4744



 

高校生を対象に、研究者が最先端の研究を伝える本プログラムは、視野を広げるという点

で高校生にとって良い機会となるだけでなく、研究者にとっても、専門外の人に分かりやすく

研究内容を伝える良いトレーニングになると思った。高校生の皆さんは熱心に講義を聞いて

くれ、講義後に質問に来てくれる生徒もおり、非常にやりがいを感じられる良い経験であった。

今回の Zhao さんの講義は、微生物の絡む生物化学、分子生物学のトピックを扱っており、

初等中等教育ではほとんど扱われることのない微生物・酵素の奥深さとそこに秘められた大

きな可能性を感じてもらえたのではないか。 

一方で、生徒にとって英語で授業を受けるということはかなりのハードルになっているよう

で、そのうえ講義内容が専門的すぎると生徒は全くついていけなくなると思われるので、非常

に基礎的な内容を平易な英語で表現することを心掛ける必要があると思った。また、講義に

関連する英単語についてあらかじめ予習しておいてもらうと講義の理解が進みやすいと思う。 
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